
平成30年度全国高等学校教育改革研究協議会
分科会Ｃ

2018年10月24日 （水）
文部科学省

初等中等教育局参事官（高等学校担当）



１．グローバル・リーダーの育成
２．アジア高校生架け橋プロジェクト
３．海外大学進学について
４．高校生の海外留学

（トビタテ！留学JAPAN）
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スーパーグローバルハイスクール
2019年度要求・要望額：505,864千円

（前年度予算額： 843,035千円）

背景
目的 事業概要

グローバルな社会課題を発見・解決し、様々な国際舞台で活躍できる人材（国際機関職員、社会起業家、グローバル企業の経営者、政治家、研究者等）の輩出

急速にグローバル化が加速する現状を
踏まえ、社会課題に対する関心と深い
教養、コミュニケーション能力、問題解決
力等の国際的素養を身に付け、将来、
国際的に活躍できるグローバル・リーダー
を高等学校段階から育成する。

実施体制

国際化を進める国内の大学のほか、企業、国際機関等と連携して、グローバルな社会課題を
発見・解決し、様々な国際舞台で活躍できる人材の育成に取り組む高等学校等を
「スーパーグローバルハイスクール」に指定し、質の高いカリキュラムを開発・実践する。
委託事業：委託先（都道府県市教育委員会、国立大学法人、学校法人）
対象学校：国公私立高等学校及び中高一貫教育校（中等教育学校、併設型及び連携型中学校・高等学校）
指定期間：原則５年間
指定校数：継続校67校（2015年度指定56校、2016年度指定11校：国8校・公39校・私20校）
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連携

探究学習の指導方法
アクティブラーニング
国際理解教育
海外研修ノウハウ
海外姉妹校締結ノウハウ 等

他の高等学校や
小・中高校へ成果を普及

人材やプログラムの提供

取組 英語等によるディスカッション、ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ、論文作成、探究型学習、成果発表会等の実施

企業や海外の高校・大学等と連携した国内外研修

英語等で指導する帰国・外国人教員等の派遣や、外国人留学生による英語等によるサポート

成果

出所：SGH事業検証に関する有識者会議中間まとめ（2018年7月25日）より

＊学校法人産業能率大学（東京都世田谷区）による「第7回新入社員のグローバル意識調査」http://www.sanno.ac.jp/research/global2017.html

①減少傾向にあった「課題研究に関する国外研修参加者数」は、SGHが開始された2014年度から着実に増加している。
②「SGH受講生の卒業時のCEFR B1～B2レベル」（英検2級~準1級程度）は、SGH開始時から13ポイント向上し、

非受講生との差異は、11ポイントから24ポイントへと２倍以上に拡大している。
③「将来留学や国際キャリアをめざす生徒の比率」について、SGH受講生は６割に達する（「日本企業の新入社員の

海外赴任希望者の4割＊（2017）」を反転する高比率）のに対し、非受講生は、４割弱でありグローバル化に
逆行した漸減傾向がみられる。
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●平成26年度指定校56校（国4,公34,私18）
●平成27年度指定校56校（国7,公31,私18）
●平成28年度指定校11校（国1,公8,私2）

計123校（国12校,公73校,私38校）
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スーパーグローバルハイスクール都道府県別指定校数

■目 的： 急速にグローバル化が加速する現状を踏まえ、社会課題に対する関心
と深い教養、コミュニケーション能力、問題解決力等の国際的素養を身
に付け、将来、国際的に活躍できるグローバル・リーダーを高等学校段
階から育成する。

■事業概要：国際化を進める国内の大学のほか、企業、国際機関等と連携して、グ
ローバルな社会課題を発見・解決し、様々な国際舞台で活躍できる人

材の育成に取り組む高等学校等を「スーパーグローバルハイスクール」
に指定し、質の高いカリキュラムを開発・実践する。
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平成２８年度指定校

No 都道府県 学校種 学校名

1 宮城県 公立 宮城県気仙沼高等学校

2 栃木県 公立 栃木県立佐野高等学校

3 埼玉県 公立 埼玉県立浦和第一女子高等学校

4 千葉県 公立 千葉県立佐倉高等学校

5 東京都 国立
東京藝術大学音楽学部附属

音楽高等学校

6 東京都 私立 創価高等学校

7 大阪府 私立 高槻高等学校・中学校

8 和歌山県 公立 和歌山県立日高高等学校

9 佐賀県 公立 佐賀県立佐賀農業高等学校

10 熊本県 公立 熊本県立水俣高等学校

11 沖縄県 公立 沖縄県立那覇国際高等学校

スーパーグローバルハイスクール指定校一覧（１２３校）

平成２７年度指定校

No 都道府県 学校種 学校名 No 都道府県 学校種 学校名

1 北海道 私立 立命館慶祥中学校・高等学校 29 大阪府 公立 大阪府立能勢高等学校

2 北海道 私立 札幌日本大学高等学校 30 大阪府 公立 大阪府立千里高等学校

3 岩手県 公立 岩手県立盛岡第一高等学校 31 大阪府 公立 大阪府立泉北高等学校

4 宮城県 私立 仙台白百合学園中学・高等学校 32 大阪府 私立 関西学院千里国際高等部

5 秋田県 公立 秋田県立秋田南高等学校 33 大阪府 私立 関西創価高等学校

6 福島県 公立
福島県立ふたば未来学園

高等学校
34 大阪府 私立 清風南海高等学校

7 埼玉県 公立 埼玉県立不動岡高等学校 35 兵庫県 国立 神戸大学附属中等教育学校

8 埼玉県 私立 早稲田大学本庄高等学院 36 兵庫県 公立 兵庫県立兵庫高等学校

9 千葉県 公立 千葉県立成田国際高等学校 37 兵庫県 公立 兵庫県立伊丹高等学校

10 千葉県 公立 千葉県立松尾高等学校 38 兵庫県 公立 兵庫県立国際高等学校

11 東京都 国立
東京学芸大学附属
国際中等教育学校

39 兵庫県 私立 啓明学院中学校・高等学校

12 東京都 国立
東京工業大学附属
科学技術高等学校

40 鳥取県 公立 鳥取県立鳥取西高等学校

13 東京都 私立 青山学院高等部 41 島根県 公立 島根県立隠岐島前高等学校

14 東京都 私立 富士見丘中学校高等学校 42 岡山県 公立
岡山県立岡山操山
高等学校・中学校

15 神奈川県 公立 横浜市立南高等学校 43 岡山県 私立 岡山学芸館高等学校

16 神奈川県 私立 法政大学国際高等学校 44 広島県 国立 広島大学附属福山中・高等学校

17 新潟県 公立 新潟県立国際情報高等学校 45 広島県 公立
広島県立広島中学校・

広島高等学校

18 石川県 公立 石川県立金沢泉丘高等学校 46 愛媛県 国立 愛媛大学附属高等学校

19 長野県 公立 長野県上田高等学校 47 愛媛県 公立 愛媛県立宇和島南中等教育学校

20 愛知県 国立
名古屋大学教育学部

附属中・高等学校
48 高知県 公立 高知県立高知西高等学校

21 愛知県 公立 愛知県立時習館高等学校 49 福岡県 公立 福岡県立鞍手高等学校

22 愛知県 私立 中部大学春日丘高等学校 50 福岡県 公立 福岡県立京都高等学校

23 京都府 公立 京都府立鳥羽高等学校 51 福岡県 私立 福岡雙葉中学校・高等学校

24 京都府 公立 京都市立西京高等学校 52 福岡県 私立 明治学園中学校・高等学校

25 京都府 私立 京都学園高等学校 53 福岡県 私立 中村学園女子高等学校

26 京都府 私立 同志社国際高等学校 54 長崎県 公立 長崎県立長崎東高等学校

27 大阪府 国立
大阪教育大学附属
高等学校平野校舎

55 宮崎県 公立 宮崎県立宮崎大宮高等学校

28 大阪府 公立 大阪府立豊中高等学校 56 鹿児島県 公立 鹿児島県立甲南高等学校

平成２６年度指定校

No 都道府県 学校種 学校名 No 都道府県 学校種 学校名

1 北海道 道立 北海道登別明日中等教育学校 29 長野県 県立 長野県長野高等学校

2 北海道 市立 市立札幌開成中等教育学校 30 岐阜県 県立 岐阜県立大垣北高等学校

3 北海道 私立 札幌聖心女子学院高等学校 31 静岡県 県立 静岡県立三島北高等学校

4 青森県 県立 青森県立青森高等学校 32 愛知県 県立 愛知県立旭丘高等学校

5 宮城県 県立 宮城県仙台二華中学校・高等学校 33 愛知県 私立 名城大学附属高等学校

6 茨城県 県立 茨城県立土浦第一高等学校 34 三重県 県立 三重県立四日市高等学校

7 群馬県 県立 群馬県立中央中等教育学校 35 滋賀県 県立 滋賀県立守山中学・高等学校

8 群馬県 市立
高崎市立高崎経済大学

附属高等学校
36 京都府 府立 京都府立嵯峨野高等学校

9 埼玉県 県立 埼玉県立浦和高等学校 37 京都府 市立 京都市立堀川高等学校

10 埼玉県 国立 筑波大学附属坂戸高等学校 38 京都府 私立 立命館宇治中学校・高等学校

11 千葉県 私立 渋谷教育学園幕張高等学校 39 京都府 私立 立命館高等学校

12 東京都 私立 渋谷教育学園渋谷高等学校 40 大阪府 府立 大阪府立北野高等学校

13 東京都 私立 早稲田大学高等学院 41 大阪府 府立 大阪府立三国丘高等学校

14 東京都 私立 佼成学園女子中学高等学校 42 大阪府 私立 関西大学高等部

15 東京都 私立 順天高等学校 43 兵庫県 県立 兵庫県立姫路西高等学校

16 東京都 私立 品川女子学院 44 兵庫県 市立 神戸市立葺合高等学校

17 東京都 私立 昭和女子大学附属昭和高等学校 45 兵庫県 私立 関西学院高等部

18 東京都 私立 国際基督教大学高等学校 46 奈良県 県立 奈良県立畝傍高等学校

19 東京都 私立 玉川学園高等部・中学部 47 奈良県 私立 西大和学園中学校高等学校

20 東京都 国立 お茶の水女子大学附属高等学校 48 島根県 県立 島根県立出雲高等学校

21 東京都 国立 筑波大学附属高等学校 49 岡山県 県立 岡山県立岡山城東高等学校

22 神奈川県 県立 神奈川県立横浜国際高等学校 50 広島県 私立 広島女学院中学高等学校

23 神奈川県 市立
横浜市立横浜

ｻｲｴﾝｽﾌﾛﾝﾃｨｱ高等学校
51 山口県 県立 山口県立宇部高等学校

24 神奈川県 私立 公文国際学園中等部・高等部 52 徳島県 県立 徳島県立城東高等学校

25 富山県 県立 富山県立高岡高等学校 53 愛媛県 県立 愛媛県立松山東高等学校

26 石川県 国立
金沢大学人間社会学域

学校教育学類附属高等学校
54 熊本県 県立 熊本県立済々黌高等学校

27 福井県 県立 福井県立高志高等学校 55 大分県 県立 大分県立大分上野丘高等学校

28 山梨県 県立 山梨県立甲府第一高等学校 56 宮崎県 県立 宮崎県立五ヶ瀬中等教育学校

ＳＧＨコミュニティについて

ＳＧＨアソシエイト56校※
（国立２校、公立24校、私立30校）

※ＳＧＨ事業の構想をより多くの学校
に広めていく観点から、ＳＧＨ事業
を踏まえたグローバル・リーダー育
成に資する教育の開発･実践に取
り組む高等学校等を「ＳＧＨアソシ
エイト」として位置付けています。
ＳＧＨアソシエイトは、ＳＧＨとともに

ＳＧＨコミュニティを形成していま
す。

スーパーグローバル
ハイスクール（SGH）

専用ホームページについて

スーパーグローバルハイスクール
幹事校（筑波大学附属学校事務局）

が運営しています。ぜひご覧くださ
い。

http://www.sghc.jp/
4



背景 課題

今後５年間ほどでアドバンスト・ラーニング・ネットワークを形成した拠点校を全国に50校程度配置し、将来的にＷＷL（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシアムへとつなげる

WWL（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシアム構築支援事業 （2019年度新規）

2019年度要求・要望額 167,171千円（新規）

アドバンスト・ラーニング・ネットワークのイメージ

高等学校と関
係機関をつなぐ
コーディネーター
等の配置

国際会議の開催等により、プロジェクトが効果的に
機能するよう高校間のネットワークを形成

事業概要
◆将来、イノベーティブなグローバル人材を育成するため、高等学校等と国内外の
大学、企業、国際機関等が共同し、高校生へより高度な学びを提供する仕組みを
構築するとともに、テーマ等を通じた高校生国際会議の開催等や高等学校のアドバ
ンスト・ラーニング・ネットワークの形成により、WWL（ワールド・ワイド・ラーニング）コ
ンソーシアムにおける拠点校を目指す。

これまでのスーパーグローバルハイスクール（SGH）事業などの取組の実績を活用

グローバルな社会課題研究（SDGs、経済、政治、教育,芸術等のテーマ）
のカリキュラム開発。
外国語や社会科等の複数の教科を融合し、テーマと関連した融合科目
「グローバル探究」等の学校設定科目の設定。
テーマと関連した国内外の高校生が参加する「高校生国際会議」等を開催。
短期・長期留学や海外研修をカリキュラムの中に体系的に位置づけ。
海外からのハイレベル人材を受け入れ、日本人高校生と留学生が一緒に授
業・探究活動等を履修。
大学教育の先取り履修を単位認定する取組など高大接続による高度かつ多
様な科目内容のプログラムを用意。
コミュニケーション能力を重視した外国語（複数外国語含む）の先進的な
授業を実践。
ICTの活用による海外との連携の強化。
国内外の高校とのネットワークの構築。
外国語によるテーマと関連した課題研究論文を作成。
教員研修、セミナー等の実施。

具体的な取組（例）

文理分断からの脱却 文理両方を学ぶ高大接続改革
AP（アドバンスト・プレイスメント）大学教育の先取り履修を単位認定する
取組なども含めた高度かつ多様な科目内容を、生徒個人の興味・関心・特
性に応じて、履修可能とする高校生の学習プログラム/コースを「WWL
（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシアム」として創設する。高校生６万
人あたり１か所を目安に、各都道府県で国公私立高校等を拠点校として
整備し、すべての高校生が選抜を経てオンライン・オフラインで参加可能とす
る。これにより、国内外のトップ大学等にも入学できるようなグローバル・イノ
ベーティブ人材を育成する。また、海外からのハイレベル人材を受け入れ、日
本人高校生と留学生が一緒に英語での授業・探究活動等を履修することと
する。「Society 5.0に向けた人材育成 ～社会が変わる、学びが変わる～」

文部科学大臣懇談会報告書（2018年6月5日）抜粋

Society 5.0に向けたリーディング・プロジェクト

Society5.0に向けた人材育成

委託事業：委託先（都道府県市教育委員会、国立大学法人、学校法人：管理機関）
対象学校：国公私立高等学校及び中高一貫教育校（研究開発の対象は小・中学校からも可能）
指定期間：原則3年（3年目の評価に応じて2年延長可）
指定校数：10校程度（幹事校1校程度）
支援金額：年間経費支援額の上限は1500万円程度／件（研究開発内容や対象生徒など規模に応じて）

【世界高校生水会議2018年7月】【世界高校生水会議2018年7月】
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地域との協働による高等学校教育改革推進事業

【プロフェッショナル型】
〈専門学科中心10校程度〉
地域の産業界等との連携・協働による実践

的な職業教育を推進し、地域に求められる人
材を育成

～特徴・取組例～
・地域の特産物の付加価値を高め安定的な食料生産
により地域の発展を担う人材を育成

・ものづくりに関する専門的な技術を身に付け、地
場産業を支える人材を育成 など

標準スキームを踏まえつつ、地域の実情や人材ニーズに応じた取組を展開

(新規)
2019年度要求・要望額 400百万円

新高等学校学習指導要領を踏まえ、Society5.0を地域から分厚く支える人材の育成に向けた教育改革を推進するため、
「経済財政運営と改革の基本方針2018」や「まち・ひと・しごと創生基本方針2018」に基づき、高等学校が自治体、高等
教育機関、産業界等と協働してコンソーシアムを構築し、地域課題の解決等の探究的な学びを実現する取組を推進するこ
とで、地域振興の核としての高等学校の機能強化を図る。

地域ＮＰＯ

産業界
社会教育機関

（公民館等）

大学・
専修学校等

小中学校等

高等学校

地域
高等学校

✔地域における活動を通じた探究的な学びの
実現（新高等学校学習指導要領への対応）
✔学校の中だけではできない多様な社会体験

・地域との協働による活動を学校の活
動として明確化

・専門人材の配置等、学内における実施
体制を構築

コンソーシアム

✔高校生のうちに地元地域を知ることによ
り、地元への定着やＵターンが促進される
✔地域の活動に高校生が参画することによ
り、地域活力の向上へ貢献

・将来の地域ビジョン・求める人材像の
共有や協働プログラムの開発

・学校と地域とをつなぐコーディネー
ターを指定

高校生と地域課題のマッチングを効果的に行うためのコンソーシアムを構築

【地域魅力化型】
〈普通科中心20校程度〉
地域課題の解決等を通じた学習を各教

科・科目や学校設定科目等において体系
的に実施するためのカリキュラムを構築
し、地域ならではの新しい価値を創造す
る人材を育成

～特徴・取組例～
・地域との連携に係る教科横断的な単位を設定
・衰退しつつある地域の振興方策を地域との連
携により研究・実践 など

【グローカル型】
〈学科共通20校程度〉
グローバルな視点を持ってコミュニティー

を支える地域のリーダーを育成。

～特徴・取組例～
• グローバルな社会課題研究のカリキュラム研究開発
• 海外研修等をカリキュラムの中に体系的に位置づけ
• 海外からの留学生を受け入れるなど外国人生徒と一緒

に授業・探究活動等を履修
• コミュニケーション能力を重視した外国語（複数外国語

含む）の先進的な授業を実践 など

市町村
（首長・教育委員会等）
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１．グローバル・リーダーの育成
２．アジア高校生架け橋プロジェクト
３．海外大学進学について
４．高校生の海外留学

（トビタテ！留学JAPAN）
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アジア高校生架け橋プロジェクト 2019年度要求・要望額 490百万円
(前年度予算額 201百万円)

アジア諸国で日本語を学ぶ優秀な高校生を日本全国の高校に招聘。
日本の高校生と共に学び合い、国際交流を深める。＜今後５年間で1000人規模の交流を実現＞
アジア諸国で日本語を学ぶ優秀な高校生を日本全国の高校に招聘。
日本の高校生と共に学び合い、国際交流を深める。＜今後５年間で1000人規模の交流を実現＞

○多くの日本の高校生が、海外に行かずして
国際交流を経験
→ 1クラス40人 × 1000人

＝ 40,000人が国際交流！

○海外の若者が日本の生きた「教育」、「文化」
等を体験

アジア諸国

■第２３回国際交流会議「アジアの未来」総理大臣スピーチ（2017.6.5） ＜抜粋＞

「日本語を学ぶアジアの高校生たちに、１０か月、日本で暮らせる機会を提供します。
規模は今後５年で１０００人。」

＜ポイント＞

☑ アジアの高校生を日本全国の高校に招聘

☑ 2019年度は200名を8カ月程度招聘

（2018年度は100名を6カ月招聘）

☑ 日本各地でホームステイや寮生活をしながら
日本の高校で勉強

☑ 休日には文化体験、地域交流、国内企業での
インターンシップ等

＜ポイント＞

☑ アジアの高校生を日本全国の高校に招聘

☑ 2019年度は200名を8カ月程度招聘

（2018年度は100名を6カ月招聘）

☑ 日本各地でホームステイや寮生活をしながら
日本の高校で勉強

☑ 休日には文化体験、地域交流、国内企業での
インターンシップ等

○日本の高校生の留学意欲や国際的素養の
向上

○日本とアジアの高校ネットワークの構築

○互いの国に精通したリーダー、架け橋となる
人材の育成

期待される効果
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１．グローバル・リーダーの育成
２．アジア高校生架け橋プロジェクト
３．海外大学進学について
４．高校生の海外留学

（トビタテ！留学JAPAN）
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海外大学進学に関する現状について

文部科学省 高等教育局 学生･留学生課

留学生交流室
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派遣先国・地域別

推移

（年）

日本人の海外留学の状況

国・地域名 留学生数 (前年数) 対前年比 国・地域名 留学生数 (前年数) 対前年比

米 国 19,060 (19,064) △4 フランス 1,646 (  1,540) 106

中 国 14,085 (15,057) △972 カナダ 1,479 (  1,644) △165

台 湾 6,319 (  5,816) 503 韓国 1,286 ( 1,212) 74

英 国 3,098 (  3,089) 9 ブラジル 759 (   606 ) 153

ドイツ 1,756 (  1,777) △21 その他 3,516 (  3,290) 226

オーストラリア 1,672 (  1,817) △145 合 計 54,676 (54,912) △236

（出典）OECD「Education at a Glance」，ユネスコ統計局，IIE「Open Doors」，中国教育部，台湾教育部

※2013年及び2014年の日本人の海外留学者数については、OECD「Education at a Glance」及びユネスコ統計局
のデータが更新されたため、当該グラフについても更新している。

※OECD及びユネスコ統計局のデータは、2012年統計までは、外国人学生（受入れ国の国籍を持たない学生）が
対象だったが、2013年統計より、外国人留学生 （勉学を目的として前居住国・出身国から他の国に移り住んだ
学生）が対象となっており、比較ができなくなっている。

（人）

（単位：人） 2015年
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海外留学支援制度（学部学位取得型） 平成３１年度概算要求額：３３６百万円（１１９人）

１．趣旨・目的

２．支援内容

３．支援期間 ： 原則４年間

４．支援対象

５．派遣学生の要件

我が国と諸外国との相互理解と友好親善を増進し、国際的にも指導的立場で活躍できる優秀な人材の育成に努め、グローバル人
材の育成に必要な日本人学生の海外留学を促進するとともに、我が国の国際化・国際競争力強化に資することを目的とします。

派遣学生に必要な授業料及び奨学金を支給する。

（１）奨学金月額： ５９，０００円～１１８，０００円 ※地域によって異なる （２）授業料： 実費額（上限２５０万円）

（１）対象分野：
学士の学位取得が可能な分野（芸術の実技分野を除く）。

（２）対象国（地域）：
（１）について学位取得が可能な大学が所在する諸外国（地域）。
※応募時点において、外務省の「領事サービスセンター（海外安全担当）」の情報提供サービス等における海外安全ホー

ムページ上「レベル２：不要不急の渡航は止めてください。」以上に該当する地域に所在する大学は支援対象外とします。
（３）留学先大学：

学士号が取得できる諸外国（地域）の大学

※支援期間中に退学する場合は、本制度による支援は終了となる。

※支援期間は、延長できない。

・ 日本国籍を有する者又は日本への永住が許可されている者（特別永住者を含む。）

・ 国費による制度の支援を受けて自身が留学で得た経験や成果を将来にわたって日本社会に還元し、国や社会に貢献する者で、

機構が依頼する各種イベントへの参加、書籍への執筆、調査等に協力する者

・ 支援開始までに留学先大学の入学許可を得ることができる者 等 12



ＳＡＴ(大学進学適性試験)について

１．概要

２．開催日程

３．国内テストセンターについての現状

４．満員時の受験登録方法

5．各教育委員会への御依頼

非営利法人である カレッジボード（College Board） が主催する標準テスト。SATとSAT科目別試験（SAT Subject Test）の総称。い
ずれもマークシートによる多肢選択方式。アメリカの大学入学者決定時に合否の判断材料の一つとされる。ほとんどの大学はSATの
受験を進学希望者に課しており、SAT科目別試験の受験を求めている大学は有名私立や難関州立大学が主。

米国外での国際試験は、2018-19年は6回実施（10/6，11/3，12/1，3/9，5/4，6/1）。

※3/9はSAT、11/3及び6/1はSAT科目別試験のみ実施。

13

【試験会場】

・インターナショナルスクールを中心として23会場、登録可能人数は、約２０～５０名。

【受験登録方法】

・カレッジボードのWEBに直接申請。

・各会場・受験日が定員に達し次第、登録できなくなる（先着順）。

【課題】

・来年6月までのSATは、現時点で日本国内のすべての会場が満員。

オンラインフォームが満席で選択不可の場合でも「Let us find you 
a test center」をクリックすると、事業者が希望試験会場の予備席

又は約120キロ以内の登録可能な試験会場を提示。

海外進学に力を入れている高校等を通じ、海外進学希望者に

登録方法を周知。 13



１．グローバル・リーダーの育成
２．アジア高校生架け橋プロジェクト
３．海外大学進学について
４．高校生の海外留学

（トビタテ！留学JAPAN）
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トビタテ！留学JAPANとは

改めまして、トビタテ！留学JAPANとは…

万人!

高校生

大学生 6 → 12

３ → ６

2020年までに日本人留学生倍増
（日本再興戦略 平成２５年６月１４日閣議決定）

万人!

すべての意欲ある若者に多様な海外留学の機会を！
10代留学が当たり前の機運を高めることがゴール
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トビタテ！留学JAPANのさまざまな取り組み

全ては留学倍増のため、様々な取り組みをしています…

潜在層向けせかい部、顕在層向け留学大図鑑、furusato動画、

先生向けガイド、保護者向けガイド、 日本代表プログラム奨学金
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留学したら、本当に成長する？どんな変化がある？シナリオなしの取材を企画。

ふたりの高校生に協力いただき、渡航前、現地、帰国後にカメラが密着。
ありのままのBefore ➡ After をまとめました。

その名も、高校生の夏留学★密着ムービー。

5分弱のドキュメンタリー映像 ×2種
1分弱のダイジェスト映像 ×2種

中央大学付属高等学校
阿部大祐さん。

https://www.youtube.com/watch?v=ZYJR0g1gC4A&feature=youtu.be

3年生の夏、ドミニカ共和国へ
野球指導の違いを学ぶ

静岡県立浜松西高等学校
松浦彩夏さん。

https://www.youtube.com/watch?v=cXKJE9ZVkKw&feature=youtu.be

１年生の夏、ロンドンで
語学研修、ホームステイへ。

留学の前後を、可視化する動画を創りました

17



国際理解教育、キャリア教育（道徳や総合学習）や
ホームルーム等の対話のきっかけに、
御活用いただけないでしょうか！？

【お願い】ぜひ学校で活用していただきたい！

中央大学付属高等学校
阿部大祐さん。

https://www.youtube.com/watch?v=ZYJR0g1gC4A&feature=youtu.be

3年生の夏、ドミニカ共和国へ
野球指導の違いを学ぶ

静岡県立浜松西高等学校
松浦彩夏さん。

https://www.youtube.com/watch?v=cXKJE9ZVkKw&feature=youtu.be

１年生の夏、ロンドンで
語学研修、ホームステイへ。

 初海外、どこ行きたい？
同じ野球なのに、
指導の考え方が

全然違うのはナゼ？

英語ができなくて
海外に行って大丈夫？

友達になれる？
彼女は成長した？

18



忌憚なき御意見、御感想、
活用レポートを

お待ちしております

さいごに・・・

高校生の夏留学★密着ムービーは
文部科学省の公式YouTubeアカウント

（MEXTチャンネル）に

11月公開予定。

トビタテ公式HPのトビタテチャンネルや
TOP画面からも

リンク掲載予定です。
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